
紅梅会議事録

１．日時　　　令和３年３月６日（土）　午前11時00分より

２．開催場所　ひくま幼稚園会議室

３．委員会定数　161人

４．出席委員　　11人　中川たか子 巻幡美恵 白尾敏子 森　裕世 鈴木教代

長谷川和代 米坂里美 二橋友子 中野智己 石橋範子

松井麻里 丹羽裕美 秋田由香

５．議案

①令和元年度紅梅会の会計報告について

②令和２年度ひくま幼稚園の外部評価について

７．議事

11時00分　飯尾友江氏が進行役となり、開会する旨を宣して、議案の審議に入った。各議案の審議の要領

および賛否の結果は次のとおりである。

①令和元年度紅梅会の会計報告について

今年度幹事の飯尾友江氏より、令和元年度紅梅会の会計報告について、別紙のとおり報告があり、

全員異議なく承認し、可決した。

②令和２年度ひくま幼稚園の外部評価について

飯尾友江氏より、昨年同様、江雲学園理事長　水野明氏より、ひくま幼稚園紅梅会の会員に、同学

園ひくま幼稚園の外部評価を一任したい旨依頼があり、全員異議なく承認し、可決した。

なお今年度の外部評価の内容として、令和２年度に実施された、

・理事長、園長による自己点検

・教師による自己点検

・保護者によるアンケート

が資料として提出され、これについて審議された。以下は各会員の意見である。

理事長、園長による自己点検について

・こういった点検作業が必要ということは、大変なことだが、園の運営に関しては

大切なことであり、意義を感じる。

・新型コロナウイルス感染症対策で外部団体主催の研修活動の機会が持てないこと

は残念である。

・教育課程は時代に即して再編成が必要だ。

・安全管理をしっかりとしてほしい。　など

教員による自己点検について

・ひくま幼稚園の先生たちは昔から頑張り屋が多い。

・残業時間が減り、有給取得率も高いことは喜ばしい。

・自分の至らないところを反省するのはいいが、自信をもって、前向きに頑張って

ほしい。　など

保護者によるアンケートについて

・園に行くのが楽しいという子が多いということはたいへんにうれしい。自分の子

もそうだった。

・子どもの細かいところにしっかりと気が付く先生であってほしい。

・意見の言いやすい雰囲気作りに努めた方がいい。

・教師が礼儀正しいと評価されていることは、現代では大切なことだ。

・保育内容については、園の方針もあるだろうが、少し見直しも必要かもしれな

い。

・現在、ひくま幼稚園に預けてよかったと思ってくれている親が多いということ

は、紅梅会会員としてもたいへんにうれしい。　など

令和３年３月６日　令和２年度紅梅会幹事　飯尾友江

森　　裕世 飯尾　友江 村田　綾子 北原　篤代

長坂　妙弥 原　万記子 内藤　知子 秋田　由香

福智　みほ 佐々木　紗弓 石田　香菜美


